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Part II Linguistic features
Part III Grammars of individual languages
Part IV Sociolinguistics




琉球諸語の歴史に関する便利な概説になっている。Part IIと Part IIIは共時的な体系を描く
諸研究を集めているが，このうち Part IIはトピックごとに，Part IIIは言語ごとに整理され
ている。特に Part IIIは，消滅危機言語研究としての琉球諸語研究という位置づけであり，
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